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曽
根
正
浩

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

問

池
新
田
工
業
団
地
を
１
億

４
、０
０
０
万
円
弱
で
土
地
を

取
得
す
る
が
、
査
定
の
基
準
と

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
造
成
の
メ
リ

ッ
ト
は

答
　
過
去
の
実
績
や
不
動
産
鑑

定
を
基
準
に
し
、
１
平
方
メ
ー

ト
ル
当
た
り
７
、０
０
０

円
で
買
収
を
し
ま
し
た
。

メ
リ
ッ
ト
は
進
出
企
業
が

確
定
し
て
か
ら
造
成
工
事

を
行
う
事
で
造
成
後
に
売

れ
残
る
リ
ス
ク
を
回
避
で

き
ま
す
。

が
け
地
近
接
住
宅
移
転
費

に
つ
い
て

問

が
け
地
近
接
住
宅
移

転
費
で
１
軒
の
移
転
住
宅

補
助
金
５
８
０
万
円
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
地
震

で
の
被
災
家
屋
は
何
軒
あ

っ
た
の
か

答
　
被
災
家
屋
は
３
軒
で
平
成

２２
年
度
に
１
軒
の
撤
去
費
の
計

上
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問

市
内
に
は
他
に
も
が
け
地

危
険
住
宅
が
あ
る
が
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
と
の
説

明
だ
が
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
え
ず

制
度
を
知
ら
な
い
人
も
い
る
の

で
は

答
　
今
後
は
「
広
報
お
ま
え
ざ

き
」の
中
で
も
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
、

制
度
を
活
用
し
安
全
な
住
宅
で

生
活
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

望
月
ゆ
う
子

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

問

予
防
接
種
の
現
状
と
今
後

の
計
画
に
つ
い
て
は

答
　
優
先
順
位
に
従
い
接
種
が

行
わ
れ
て
お
り
、
ワ
ク
チ
ン
は

月
２
回
の
ペ
ー
ス
で
県
か
ら
各

医
療
機
関
に
配
布
さ
れ
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
補
助
金
は
３
月

３１
日
ま
で
の
領
収
書
が
あ
る
も

の
に
対
し
、
４
月
１０
日
く
ら
い

ま
で
に
領
収
書
、
印
鑑
、
身
分

を
証
明
す
る
も
の
、
基
礎
疾
患

等
医
療
機
関
で
の
証
明
書
を
持

っ
て
申
請
し
、
非
課
税
世
帯
の

方
は
国
保
健
康
課
で
無
料
券
を

発
行
す
る
の
で
そ
れ
を
持
っ
て

医
療
機
関
で
接
種
し
ま
す
。

御
前
崎
市
議
会
１２
月
定
例
会
が
１１
月
３０
日
か
ら
２２
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
長
提
出
の

平
成
２１
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
条
例
の
制
定
や
一
部
改
正
な
ど
１２
件
が
審
議
さ
れ
、
い

ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
議
員
発
議
と
し
て
御
前
崎
市
議
会
議
員
の
期
末
手
当
減
額
条
例

の
一
部
改
正
を
可
決
、
ま
た
「
公
立
病
院
の
維
持
・
存
続
に
関
す
る
意
見
書
」
ほ
か
３
件
を
採
択
し
ま

し
た
。
一
般
質
問
に
は
１１
名
が
登
壇
し
て
市
長
等
の
見
解
を
質
し
ま
し
た
。

◎

条
　
例

「
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定
」

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
市
職
員
の
期
末
手
当
、

勤
勉
手
当
及
び
特
別
職
の
期
末
手
当
を
引
き

下
げ
る
も
の
。

「
御
前
崎
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
」

職
員
の
勤
務
時
間
を
８
時
間
か
ら
７
時
間
４５

分
と
す
る
も
の
。

「
御
前
崎
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
」

現
状
の
経
済
状
況
を
鑑
み
、
延
滞
金
の
割
合

等
に
特
例
を
設
け
る
も
の
。

◎

人
　
事

「
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
」

任
期
満
了
に
伴
う
人
権
擁
護
委
員
に
、
栗
林

敏
治
氏
（
御
前
崎
地
区
）
及
び
木
塚
民
生
氏

（
白
羽
地
区
）
を
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の

意
見
を
適
任
と
し
た
も
の
。

◎

議
員
発
議

「
御
前
崎
市
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
」

市
議
会
議
員
の
期
末
手
当
を
引
き
下
げ
る
も
の
。

「
公
立
病
院
の
維
持
・
存
続
に
関
す
る
意
見
書
」

「
農
山
漁
村
の
多
面
的
機
能
を
維
持
す
る
施
策
の

推
進
を
求
め
る
意
見
書
」

「
平
成
２２
年
度
予
算
の
年
内
編
成
を
求
め
る
意
見

書
」

「
高
速
道
路
原
則
無
料
化
の
撤
回
を
求
め
る
意
見

書
」

◎

そ
の
他

「
静
岡
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
規
約
の
変
更
」

構
成
団
体
の
職
員
に
対
す
る
税
務
研
修
事
務

等
、
事
務
内
容
を
追
加
す
る
も
の
。

「
東
遠
地
区
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
の
廃
止
」

御
前
崎
市
、
掛
川
市
及
び
菊
川
市
で
構
成
さ

れ
て
い
る
協
議
会
を
廃
止
す
る
も
の
。

「
財
産
の
取
得
」

池
新
田
工
業
用
地
を
造
成
す
る
た
め
、
用
地

を
取
得
す
る
も
の
。

若
杉
泰
彦

韓
国
交
流
事
業
に
つ
い
て

問

①
業
務
委
託
料
４
８
０
万

円
の
減
額
補
正
は
当
初
予
算
の

半
分
を
占
め
て
い
る
が
そ
の
要

因
は

②
ウ
ル
チ
ン
郡
と
ヤ
ン
ピ
ョ
ン

郡
の
２
ヵ
所
と
聞
い
て
い
た
が

こ
れ
か
ら
の
事
業
方
針
は

③
ウ
ル
チ
ン
郡
は
仁
川
空
港
か

ら
７
時
間
と
大
変
遠
く
御
前
崎

市
か
ら
も
移
動
時
間
が
か
か
る

の
で
も
う
一
度
検
討
が
必
要
で

は

答
　
①
各
種
団
体
の
参
加

人
数
の
減
及
び
一
般
市
民

分
の
取
り
や
め
が
大
き
な

要
因
で
す
。

②
ヤ
ン
ピ
ョ
ン
郡
に
は
御

前
崎
市
へ
の
訪
問
を
依
頼

し
て
い
る
が
実
現
し
て
い

ま
せ
ん
。
小
学
生
の
交
流

も
依
頼
し
た
が
キ
ャ
ン
セ

ル
と
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
様
子
を
見
て
い
き
ま

す
。

③
ウ
ル
チ
ン
郡
に
行
か
れ

た
参
加
者
か
ら
も
遠
い
こ

と
を
聞
い
て
反
省
も
あ
り

ま
す
。
ヤ
ン
ピ
ョ
ン
郡
に
つ
い

て
は
仁
川
空
港
か
ら
１
時
間
と

近
い
の
で
地
理
的
に
い
い
か
と

思
い
ま
す
。

税
務
事
務
委
託
料
に
つ
い
て

問

①
臨
時
職
員
の
賃
金
と
聞

い
て
い
る
が
税
金
の
収
納
状
況

は②
来
年
度
の
税
収
見
込
み
額
は

答
　
①
女
子
職
員
が
産
休
に
入

る
た
め
１２
月
か
ら
法
人
市
民
税

の
入
力
、
対
応
等
の
引
き
継
ぎ

を
兼
ね
て
の
派
遣
職
員
賃
金
と

な
り
ま
す
。
収
納
状
況
に
つ
い

て
全
体
で
は
昨
年
の
１１
月
に
比

較
し
て
今
年
の
１１
月
で
は
約

１
％
の
マ
イ
ナ
ス
で
す
。
こ
の

う
ち
特
に
市
民
税
で
は
５
％
と

大
き
く
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い

ま
す
。
要
因
と
し
て
は
経
済
不

況
に
伴
う
雇
用
の
解
雇
或
い
は

給
与
の
減
額
に
よ
る
生
活
困
窮

者
の
増
加
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

②
景
気
が
回
復
し
な
い
中
で
、

課
税
対
象
者
の
把
握
や
法
人
市

民
税
で
も
大
幅
な
減
少
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
現
在
精
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。

西
島
昌
和

幼
稚
園
・
保
育
園
費
中
臨
時
職

員
賃
金
に
つ
い
て

問

緊
急
雇
用
創
出
事
業
の
臨

時
賃
金
が
減
額
と
な
る
原
因
は

答
　
幼
稚
園
費
９
０
０
万
円
の

減
額
は
、
特
別
支
援
員
１５
名
の

見
込
み
が
、
支
援
員
の
確
保
が

で
き
ず
４
名
を
減
額
し
ま
し

た
。
ま
た
、
５
名
の
用
務
員
は

業
務
内
容
か
ら
半
日
と
し
ま
し

た
。

保
育
園
費
１
、８
０
０
万
円

の
減
額
は
、
臨
時
保
育
士
を
２８

名
で
算
定
し
た
と
こ
ろ
、
入
所

申
込
者
の
減
少
と
保
育
士
の
確

保
が
困
難
で
４
名
減
員
し
ま
し

た
。
ま
た
、
県
の
雇
用
基
準
が

半
年
ず
つ
で
、
１
年
雇
用
継
続

が
む
ず
か
し
く
、
補
助
事
業
が

見
送
り
と
な
り
ま
し
た
。
４
名

の
用
務
員
は
業
務
内
容
か
ら
半

日
と
し
ま
し
た
。

岩
瀬
初
代

観
光
支
援
事
業
に
つ
い
て

問

２１
年
度
は
浜
松
モ
ザ
イ
カ

ル
チ
ャ
ー
世
界
博
や
国
民
文
化

祭
な
ど
イ
ベ
ン
ト
が

沢
山
あ
り
ま
し
た

が
、
来
年
度
以
降
の

観
光
に
つ
い
て
の
計

画
は

答
　
本
年
度
に
引
き

続
き
継
続
的
な
Ｐ
Ｒ

活
動
の
展
開
と
共
に

灯
台
周
辺
の
整
備
計

画
の
作
成
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、

静
岡
空
港
を
利
用
す

る
お
客
様
の
獲
得
を

目
指
し
、
市
内
の
素

材
を
活
用
し
た
観
光

商
品
づ
く
り
を
積
極
的
に
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
開
発
中
の
特

産
品
に
も
引
き
続
き
支
援
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。


